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----ピッツバー グの再生医療関連企業群企業数 26 
市場資本価値(推定)※ 43億ドル
年間総売上高(推定) 7. 74億ドル
※市場資本価値(推定)= Total market capitalization or 
valuation (estimated) 
(Pittsburgh Tissue Engineering Initiativeが2000年に行つ
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図表10科学界の知識が社会共有の知識となる過程の変化
くこれまで>
社会
容哲
誼箇
信頼できる知識
科学界
く今後のあるべき姿>
(科学技術動向研究センターで作成)
図表11 科学界の知識と社会共有の知識となる過程の変化
生命科学関係者には積極的な情報開示が求められる
1科学者の自覚と積極的な社会への情報公開
・マスメディア、経済人、法曹人による現場研究室への「留学制度J
.サイエンスコミュニケー ションの充実
2 誰でも利用できる生命科学情報機関の設立
('[9川教授の資料をもとに科学技術動向研究センターで作成)
本稿は、科学技術政策研究所において平成13年9
月12日に行われた京都大学大学院医学研究科西川
伸一教授による講演会「再生医学の最近の動向一再
生医学は何をもたらすのか-Jをもとに、 我々の調査を
加えてまとめたものである。
本稿をまとめるにあたって、西川伸一教授には、ご指
導をいただくとともに、関連資料を快くご提供いただきま
した。また、慶磨、義塾大学医学部岡野栄之教授、京都
大学再生医学研究所笹井芳樹教授、河崎洋志助手に
は、貴重な関連資料を提供していただきました。文末に
はなりますが、ここに深甚な感謝の意を表します。
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